
日本児童英語教育学会（JASTEC） 

第 44 回全国大会 

大会テーマ：子どもたちの未来を拓く英語教育を考える 

＜最終案内＞ 

 

2024 年５月吉日  

日本児童英語教育学会（JASTEC） 

会長 アレン玉井 光江 

大会実行委員長 高田 悦子 

大会事務局 兼重 昇 

大会事務局補佐 田邉 義隆 

  

日時：2024 年 6 月 2９日（土）12:45-17:00（12:15 受付開始） ※対面，一部オンライン 

       6 月 3０日（日）10:00-17:00 （9:30 受付開始） ※対面，一部オンライン 

場所：大阪成蹊大学 相川キャンパス（阪急京都線 相川駅下車 徒歩 5 分）大阪市東淀川区相川 3 丁目 10-62 

参加費：JASTEC 一般会員：無料 非会員・一般参加：2,000 円 

英語授業研究学会会員：無料 学部生（大学院生を除く）：無料 

※会員は無料ですが，参加申込みの前に本年度の会費納入 （学会ホームページ ・会員マイページ

より）をお願いいたします。  https://jastec.smoosy.atlas.jp/ja 

申込方法：会員・非会員にかかわらず，イベント・ペイでの事前申し込みが必要です。下記より申込みを

お願いいたします。 

     

URL:https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=3848222803975686&EventCode=P47674155 

 

QR コード： 

申込期間：2024 年 5 月 20 日（月）～６月 28 日（金）17:00 

     ※キャンセルは受け付けておりませんので，ご注意ください。 

      参加申込の方には、６月 28 日（金）18:00 頃に Zoom 及び発表資料 

  に関する情報を配信いたします。 

 

問い合わせ：大会事務局補佐 田邉義隆（近畿大学）ytanabe@kindai.ac.jp 

 

 

 

  

 

 

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=3848222803975686&EventCode=P476741552
mailto:ytanabe@kindai.ac.jp


【プログラム】第 1 日 6 月 29 日（土）12:45-17:00（対面，一部オンライン） 

総合司会：大脇 裕也（大東市立北条中学校） 

第１会場   

開会あいさつ（12:45-12:55） アレン玉井 光江（青山学院大学）  

事務連絡  （12:55-13:00） 関西支部 中西 浩一（平安女学院大学） 

 

１． 研究・実践発表  （①13:00-13:30 ②13:40-14:10 ③14:20-14:50 ④15:00-15:30） 

                   ※一部ワークショップを含みます。 

 

第 1 会場    ※対面＋オンライン                           司会：瀧沢 広人（岐阜大学） 

①「個別最適化を目指す CLIL と MI（多重知能）を活用した小学校英語教育―フィンランドの事例を中心として

―」  二五 義博（山口学芸大学） 

②「小学校英語検定教科書分析を通して検証する中学校との乖離と示唆―文字指導，単語指導を中心に―」 

渡慶次 正則（名桜大学） 

③「小学 2 年生に対する音素指導とその効果」  

物井 尚子（千葉大学），折原 俊一（千葉大学教育学部附属小学校） 

④「小中外国語科をつなぐ小学校段階での『読むこと』の一考察」 

森本 敦子（高野山大学），黒川 愛子（帝塚山大学） 

 

第 2 会場     ※対面                                       司会：Fennelly Mark（四国大学） 

①②公募ワークショップ（13:00-14:10） 

  「公立小学校におけるストーリーを使った外国語指導―言語的・文化的学びの促進にむけて―」   

アレン玉井 光江（青山学院大学），塚原 麻衣（青山学院大学）, 小林 悠（青山学院大学），小池 成未（青

山学院大学） 

③④公募ワークショップ（14:20-15:30）   

 「小学校教室内教師英語力を考える―教室内教師英語力 Can-Do 尺度と教師パフォーマンスベンチマーク

映像を活用して―」  長沼 君主（東海大学），狩野 晶子（上智大学短期大学部），幡井 理恵（昭和女子大

学附属昭和小学校） 

 

第 3 会場    ※対面                                         司会：松宮 奈賀子（広島大学） 

①「外国語活動・外国語科と『低学年からの英語教育』の有機的な連携―授業を支える短時間学習―」   

森 裕作（大阪市教育委員会），邉 一峯（大阪市立義務教育学校生野未来学園） 

②「児童の振り返りとつぶやきをもとにした授業改善」  

阿部 聡生（岡山市立大元小学校），兼重 昇（大阪樟蔭女子大学） 

③「小学校教員養成課程外国語指導法の改善に向けて―台湾小学校教員養成課程での成果から得られる示

唆―」 東 仁美（聖学院大学），小川 隆夫（聖学院大学），ロバート・ローランド（聖学院大学），松崎 奈穂

（昭和女子大学附属昭和小学校） 

④「小中連携における課題の把握と改善に向けた自治体としての取り組み」 矢野 司（安曇野市教育委員会） 



第 4 会場    ※対面                                         司会：平本 哲嗣（安田女子大学）         

①「ことばへの気づきを促す指導―文構造から文法への緩やかな系統性の検討―」 樫本 洋子（四天王寺大

学），赤沢 真世（佛教大学），林 姿穂（京都外国語大学），宮田 学（岸和田市立城北小学校），俣野 知里

（京都市立二条城北小学校） 

②「日本とネパールの小学生が「もったいない」について考える異文化交流プロジェクト」 

坂本 ひとみ（東洋学園大学） 

③「小中高連携の在り方を考える―単元構想や評価の在り方，小中高での言語活動の高度化，教員，学校同士

のつながり―」大槻 裕代（与謝野町立加悦中学校・与謝野町立加悦小学校・与謝野町教育委員会） 

④「訂正フィードバックに関する教師の自己認知―reformulation と prompt の使い分けに焦点を当てて―」 

内野 駿介（北海道教育大学），平山 伸正（札幌市立宮の森小学校）   

 

第５会場     ※対面                                司会：Todd Arao （AIC 国際学園京都初等部）    

①「小 6 のやる気スイッチを入れる！地域大学と連携した言語活動の取り組み」 

狩野 晶子（上智大学短期大学部），仲沢 淳子（立教大学） 

② 「子どもたちとともに追究したコミュニケーションの在り方」 阪下 真美（大東市立四条小学校） 

③ "Development of pre-service teachers’21st century skills thorough overseas teaching 

practice in Vietnam: Incorporating a practical lesson of storytelling in Japanese and English" 

Koshiba Waka, Kashiwagi Kazuko (Shitennoji University) 

④「外国語指導における不安の実態調査―学級担任と専科教員の違い―」 

沢田 早生（網走市立潮見小学校），志村 昭暢（北海道教育大学） 

 

2. 講演（15：40-16：55） 第１会場   ※対面＋オンライン            司会：赤沢 真世（佛教大学）    

 

        「パフォーマンス評価の考え方と進め方―カリキュラムの「逆向き設計」を中心に―」 

講師 ： 西岡 加名恵（京都大学） 

 

役員総会（17:05-18:00）  第１会場 ※対面＋オンライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜第 2 日 6 月 30 日（日）10:00-17:00＞（午前中は対面のみ。午後は対面，一部オンライン） 

総合司会：多田 玲子（関西学院大学） 

第１会場  

事務連絡（10:00-10:05）  関西支部 中西 浩一（平安女学院大学）  

 

１．ワークショップ（10:10-10:40）※対面のみ  

第１会場 「ICT を生かした英語絵本指導に挑戦しよう―ストーリーを使った『聞いて読んで話して 

書く活動』―」                 司会：中西 浩一（平安女学院大学） 

         講師：田縁 眞弓（京都光華女子大学） 

 

第２会場 「学習者用デジタル教科書の活用」        司会：箱﨑 雄子（大阪教育大学） 

講師：常名 剛司（浜松市立北浜小学校）   

 

２．映像による研究授業と協議（10:50-12:00）※対面のみ 

第１会場 第 5 学年「道案内や場所を表す前置詞を扱った単元でのドラマづくり」  

司会：根本 孝女（高石市立取石小学校） 

授業者：髙田 実里（熊本市立長嶺小学校） 

コメンテーター：狩野 晶子（上智大学短期大学部）   

 

第 ２ 会 場  第 ６ 学 年 「 七 夕 に 何 願 う ？ ― Small Talk で 見 取 る 児 童 の 変 容 と 手 立 て ― 」          

                 司会：引山 大士（高槻市立日吉台小学校） 

授業者：北倉 謙子（西宮市立上ケ原小学校）   

          コメンテーター：加賀田 哲也（大阪教育大学） 

 

昼休憩（12:00-13:00）  協賛各社のプレゼンテーション，展示            

総会（12:30-12:55）     第１会場 対面＋オンライン 

 

3． 研究・実践発表（①13:00-13:30 ②13:40-14:10） ※対面，一部オンライン 

※一部パネルディスカッションを含みます。 

 

第１会場    ※対面＋オンライン               司会：新井 謙司（中部学院大学） 

①②関東甲信越支部：小学校英語指導者・指導体制研究部会（代表：酒井 英樹（信州大学）） 

「小学校英語指導者・指導体制について―研究部会『2021 年度～2023 年度報告書』に基づいて―」 

 

第２会場    ※対面                                           司会：田邉 義隆（近畿大学） 

①②公募パネルディスカッション「小学校間の動画交流の成果と課題―より効率的で効果的な実践を目指して

―」 篠原 隆輔（香川大学教育学部附属高松小学校），阿部 聡生（岡山市立大元小学校），兼重 昇（大阪

樟蔭女子大学） 



第３会場    ※対面                                 司会：衣笠 知子（元園田学園女子大学） 

①「小学校外国語活動における音韻認識を高める指導とその効果」  

沖本 美佳（広島大学大学院博士課程後期），松宮 奈賀子（広島大学） 

②「教師による英語の語りかけが果たす授業内の役割―インプットを意図して行われる L１使用と言語調整を中

心に―」 平山 伸正（札幌市立宮の森小学校） 

 

第４会場     ※対面                                             司会：田辺 尚子（文教大学）       

①「英語絵本の読み聞かせを通した年長児の L２学習―学びの様子から見える幼い学習者の学びの焦点―」  

工藤 律子（大阪成蹊短期大学） 

②「小学校 6 年生を対象とした語彙学習のための家庭学習用動画」  

高橋 ゆかり（産業能率大学） 

 

４．課題別分科会（14:20-15:20）   

第１会場  ※対面＋オンライン                 司会：巽 徹（岐阜大学） 

「言語活動を通して見方・考え方を育成する」 （オンライン） 

発表者：湯澤 康介（宇都宮大学共同教育学部附属小学校） 

発表者：奥平 明香（豊見城市立ゆたか小学校） 

 

第 2 会場  ※対面                       司会：金森 強（文教大学） 

「ICT，デジタル教科書・個別最適な学び，協働的な学びを目ざして」 

発表者：加藤 拓由 （岐阜聖徳学園大学） 

発表者：青山 祥子（鳴門教育大学附属小学校） 

 

第 3 会場  ※対面                    司会：泉 恵美子（関西学院大学） 

「文字指導―読み書きをどのように育成すればよいか―」 

発表者：田中 真紀子（神田外語大学） 

発表者：池田 周（愛知県立大学）   

 

５．シンポジウム（15:30-16:55） 第１会場 ※対面＋オンライン  

「子どもたちの未来を拓く英語教育を考える―保幼小中高をつなぐ―」 

司会兼コーディネーター：中西 浩一（平安女学院大学） 

登壇者：大田 亜紀（別府大学短期大学部） 

：山田 誠志（至学館大学） 

：アレン玉井 光江（青山学院大学） 

 

閉会の挨拶（16:55-17:00）  大会実行委員長 高田 悦子（京都橘大学） 

 


